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研究テーマ
• 代数幾何
• 数論幾何
• Diophantus幾何

研究テーマの概要
有理数係数代数方程式の有理数解,つまり座標が有理数で与えられる解を研究する学問をDiophantus

幾何といい, この学問は古代ギリシャの時代より研究されてきました. 例えばFermatの最終定理は
xn + yn = zn という素朴な方程式が, nが3以上のとき自明な解以外持たないことを主張しています.

この定理は最終的にAndrew Wilesよって証明されましたが, その証明は現代数学の最先端の知識を
フルに活用したものでした.

現代のDiophantus幾何は方程式が定義する幾何的図形, つまり代数多様体を考え有理数解をその
多様体上の点とみなし, 有理数解の集合を代数幾何的な手法を用いて研究します. これが有理数解が
有理点と呼ばれる所以です. 私の研究は近年発達した高次元代数幾何の手法をDiophantus幾何の問
題に適用することで成果を挙げて来ました.

特に学生の頃から, Manin予想と呼ばれる予想を中心に研究して来ました. Manin予想とはFano多
様体と呼ばれる代数多様体上の有理点の数え上げ関数を考え, その数え上げ関数の漸近公式を多様体
の不変量を使って表示する予想です. 特に, 最近はこの予想の双有理幾何学的背景を高次元代数幾何
を用いて調べたり, 解析数論の手法を用いて様々な等質空間のManin予想を証明して来ました.

具体的には私の研究は以下の3つの研究に分類されます:

• Manin予想に現れる例外集合を幾何的に定義して, それが希薄（thin）であることを極少モデル
理論などを用いて証明する研究 ([1], [2], [8])

• 上のManin予想の双有理幾何的研究をFano多様体上の有理曲線のモジュライの問題に応用す
る研究 ([3], [6], [9], [10])

• 高さゼータ関数の手法を用いて様々な等質空間のManin予想やその類似を証明する研究([5], [7])

最近は有理曲線のモジュライ空間のホモロジカル安定性やモチーフ版のManin予想に興味を持って
研究しています.
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学生へのメッセージ
学部生は代数幾何の基礎であるスキームとコホモロジーの理論を習得する必要があります。[2], [3],

[4]などが最近利用している本です. これらを読むにはある程度可換環論の知識が必要ですが, [1]や [5]

で補えます.

修士の学生はまず高次元代数幾何に触れていただきたいと思います. 考えられるテーマは以下の 3

つです: (1) 極少モデル理論 (2) 因子の正値性 (3) 有理曲線の理論. (1)は [6]が基本的な文献です. こ
の本だと最近の発展（特にBCHM）などは学べないですが, この本を読んだ後適宜論文に当たれば
良いと思います. (2)については [7]が良書です. 最近読んでないのでまた読みたいなと思っています.

(3)については [8]が良いと思います. さらに本格的な本としては [9]がありますが, なかなか読むのは
難しいです.

これらの文献を読んだ後, 修士 2年さらに博士では本格的な研究活動を行っていただきます. 最近
の学生のテーマは (i) Campana点のManin予想, (ii) 3次元Fano多様体上の有理曲線のモジュライ空
間, (iii) Manin予想の例外集合の計算などでした. 代数幾何, 数論幾何関連の話題だったら付き合い
ますので, 何か興味ある問題があったら遠慮なく言って下さい.

[1] M. F. Atiyah and I. G. MacDonald, Introduction to Commutative Algebra,

[2] R. Hartshorne, Algebraic Geometry, Springer

[3] Q. Liu, Algebraic Geometry and Arithmetic Curves, Oxford University Press
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